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美美肌肌のの鍵鍵はは「「睡睡眠眠＋＋ＨＨＴＴＣＣⓇココララーーゲゲンン」」？？！！  

睡睡眠眠前前のの「「ＨＨＴＴＣＣⓇココララーーゲゲンン」」摂摂取取がが肌肌のの潤潤いい UUPP にに効効果果ががああるるここととをを確確認認  

第第１１0088 回回日日本本皮皮膚膚科科学学会会総総会会（（於於：：福福岡岡国国際際会会議議場場・・ママリリンンメメッッセセ））でで発発表表  
 

 

 

株式会社ファンケル（本社：横浜市中区、代表取締役社長執行役員：成松義文）では、肌に関する様々

な研究を行ってまいりましたが、その一環として、短時間睡眠後の肌の状態と、トリペプチド高含有コラー

ゲンペプチド（以下、ＨＴＣコラーゲン）※１とビタミン C を摂取した場合の肌への影響について検証をいたし

ました。 

この結果、短短時時間間のの睡睡眠眠にによよっっててもも肌肌のの状状態態がが改改善善すするるここととをを確確認認しし、、ままたたＨＨＴＴＣＣココララーーゲゲンンととビビタタミミンン CC

のの摂摂取取にによよっっててそそのの改改善善ががよよりり顕顕著著ににななるる可可能能性性がが示示唆唆さされれままししたた。。  

 

 

研究の経緯 

睡眠が肌に与える影響は多くの方が実感し、健康な肌を保つために睡眠は重要視されていますが、睡

眠による肌状態の変化を科学的に証明しているデータは多くありません。一方、ファンケルでは美肌研究

の一環として、より機能性の優れたコラーゲンペプチドとして HTC コラーゲンの機能性研究を進めており、

ヒト試験においてＨＴＣコラーゲンとビタミンＣ の10週間連続摂取が、皮膚中のコラーゲン量を増加させる

ことを臨床試験にて確認しています※2。 

そこで本試験では短時間（3 時間）の睡眠による肌状態の変化を確認すると共に、睡眠前にＨＴＣコラ

ーゲンを摂取した場合の肌へ与える影響を検証しました。 

 

 

研究の方法 

20 歳から 52 歳（平均年齢 37 歳）の健康な成人女性 20 名を対象にクロスオーバー二重盲検法※3 にて

試験を行いました。統一した夕食後に睡眠前の肌測定を行い、その後「ＨＴＣ飲料（ＨＴＣコラーゲン

2600mg、ビタミンＣ 250mg、野菜ジュース100ml）」または「コントロール飲料（野菜ジュース100mｌ）」を摂取

していただき、3 時間の睡眠後再度肌測定を行いました。 
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研究の結果・考察 

HTC 飲料、コントロール飲料いずれを飲んだ場合でも、睡眠前に比べ睡眠後の頬の角層水分量は有

意に上昇し（図１）、その角層水分量の上昇はＨＴＣ飲料を摂取した場合のほうが、より顕著であることが確

認できました（図 1、図 2）。さらに、本試験では、被験者の方の就寝時刻を、1 時半から 3 時まで 10 分ず

つずらしていますが、睡眠後の角層水分量の上昇量（⊿角層水分量＝睡眠後角層水分量-睡眠前角層

水分量）は就寝時刻と相関が見られ、同じ 3 時間の睡眠でも就寝時刻が早いほど水分量の上昇量が多い

ことが示されました。またＨＴＣ飲料摂取時のほうがより強い相関が見られました（図 3）。 

以上のことから、3 時間という短時間の睡眠によっても角層の水分量が上昇し、睡眠前にＨＴＣコラーゲンお

よびビタミンＣを摂取することによってより顕著になることが示唆されました。また、同じ睡眠時間でも、就寝時刻

が早いほど角層の水分量が上昇しやすい可能性も示されました。 

このことは、わずか 3 時間の睡眠でも肌の状態が改善していることを明確に示したもので、肌にとって睡眠は

大事であるということを科学的に証明するとともに、睡眠前にＨＴＣコラーゲンとビタミンＣを摂取することで、より

肌状態が改善することを確認いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

HTC飲料 R=-0.47 p=0.04
コントロール飲料 R=-0.38 p=0.10
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図１ 角層水分量 図 2 角層水分量の変化量（⊿角層水分量）
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図 3 就寝時刻と⊿角層水分量の相関 

**p<0.01, *p<0.05 paired t-test 
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研究発表と今後の展開 

  本研究は、第 108 回日本皮膚科学会総会（2009 年 4 月 24 日～26 日、於：福岡国際会議場・マリンメッ

セ）にて、「トリペプチド高含有コラーゲンの短時間睡眠後の肌への影響」として発表いたします。今後は、

睡眠や概日リズム※4 による皮膚状態の変化、ＨＴＣコラーゲンの摂取が肌に与える影響についてさらなる

研究を進め、肌状態の改善を目的としたＨＴＣコラーゲンのより効率的な摂取方法についても検討を進め

てまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 用語解説 】  
 

※1 「トリペプチド高含有コラーゲンペプチド（ＨＴＣコラーゲン）」とは？ 
トリペプチド（3 個のアミノ酸がつながった分子）を多く含むことを特徴とするコラーゲン分解物。 

「ＨＴＣ」は株式会社ファンケルの登録商標です。 

 

※2 「ＨＴＣコラーゲンとビタミンＣの 10 週間連続摂取が皮膚中のコラーゲン量を増加」 
FRAGRANCE JOUNALVol.31 No12 46-54 に掲載 

HTC コラーゲン群（HTC コラーゲン 2600mg+ビタミン C500mg）、高分子コラーゲンペプチド群（高分子コラーゲンペ

プチド 2600mg+ビタミン C500mg）およびプラセボ群（ビタミン C500mg）の二重盲検比較試験を実施。皮膚中のコラー

ゲン量を SKIN SCAN(SPEX 社製)にて測定したところ、10 週間摂取後のコラーゲン増加量は HTC コラーゲン摂取群

が最も高い結果であった。 

 

※3 「クロスオーバー二重盲検法」とは？ 
クロスオーバー試験は、各被験者がすべての被験品を無作為の順序で割り当てられる試験である。たとえば 2 群比

較の場合は、被験品 A を摂取してから被験品 B を摂取する群と、反対に被験品 B を摂取してから被験品 A を摂取

する群に分けられる。すなわち個人内で 2 つの被験品を比較できる試験方法である。 

また、二重盲検比較法とは被験者も担当者も割り当てられた被験品の種類が分からないにように進める試験方法。

最も信頼度の高い結果が期待できる方法である。 

 

※4 「概日（がいじつ）リズム」とは？ 
約24 時間周期で変動する生理現象のこと。人では、睡眠や摂食のパターンを決定する点において重要であり、ホル

モン分泌、細胞の合成、その他の多くの生命活動などに、概日リズムが存在している。 

 

以上 

研究担当者のコメント 

「今回の試験では、睡眠によって肌が回復すること、寝る前のコラーゲン

摂取が肌の回復を助けることなど、これまでおそらくそうだろうと思われ

ていたことを実際に確認することができました。しかし、コラーゲンの機能

性に関してはまだまだ未解明な部分が多く残っています。皆様が美しく

健康に年を重ねていく手助けができるよう、我々は、今後もコラーゲンの

機能性を追及していきます。」 

 

 

Profile 松岡 小百合（まつおか・さゆり） 

㈱ファンケル 総合研究所 健康食品研究所 健康食品評価Ｇ 所属。

1999 年 お茶の水女子大学大学院人間文化研究科ライフサイエンス

専攻修了後、同年㈱ファンケル入社。以来、サプリメントの機能性の研

究に従事。 


